
I.　は じ め に

　私は，京都大学大学院博士後期課程を修了後，一般
企業に就職し，現職の（株）安藤・間（以下，「安藤ハ
ザマ」という）で 3 社目になる。3 社では，技術系職
員として従事し，研究職の経験は一度もない。農学の
博士号は取得したが，自分の適性は研究職ではなく，
技術職にあると感じていた。このため，修士課程修了
後の就職を希望したが，希望通りの就職が叶わず悩ん
でいたところ，両親からの勧めで博士後期課程へ進学
するに至ったものである。博士後期課程への進学動機
も曖昧で，研究職の経験もない者が執筆した本稿であ
るが，一読いただけると幸いである。

II.　博士後期課程で習得した技術の活用

　在学時，博士号取得を重要と考えていたのは当然で
あるが，技術職志望のため，それ以上に博士後期課程
修了後に社会に貢献できる技術の習得を重要視してい
た。重要視した技術とは，数値解析の技術（有限要素
法（以下，「FEM」という）による解析プログラム作
成，数値データ処理・可視化技術，数値演算用パソコ
ン作成等プログラミングに関わるもの）である。以下
では，博士後期課程で習得した技術をその後のキャリ
アでどのように活

い

かしたかについて述べる。
　最初に勤務した企業は，FEM による受託解析を行
うコンサルタント会社であった。同社を志望した理由
は，在学中に身に付けた解析技術が，解析を生業にし
ている専門職の中でどの程度通用するかを試してみた
いという考えからであった。
　同社では，機械，土木，原子力，航空力学等あらゆ
る 分 野 の ニ ー ズ に 対 応 し た 解 析 プ ロ グ ラ ム
ABAQUS1）を用いた解析，ユーザー固有のサブルー
チンや解析用インターフェースの作成等を行った。経
験を積むとともに，在学時に培った技術が業務に活か
せることも実感することができた。
　2 社目は土木系の研究所で，解析技術部門に所属し，

放射性廃棄物の地層処分（以下，「地層処分」という）
の FEM 解析コード THAMES2）,3）の改良・管理・受
託解析および国際共同研究 DECOVALEX4）等を行っ
た（在学時の研究実績5）,6）から，同業務を担当するに
至った）。地層処分解析例として，放射性廃棄物のバ
リアシステムの一つである緩衝材の膨出解結果を図
-1 7）に示す。
　また，同研究所は，開削工法，シールドトンネル工
法等のトンネル施工の検討・計測管理等を通して現場
と密接な関係を有していた8）,9）。このため，机上検討
である解析結果が，実施工でどのように活用されてい
るかを知り，その重要性と責任の重さを確認できた。
　現職の安藤ハザマでは，原子力発電所の津波防護施
設の耐震・耐津波設計と地層処分検討が業務の中心で
ある。前者では，通常の設計業務，耐震設計ツール
FLIP（動的解析コード）の演算高速化の研究10）等を
行っている。原子力関連の設計では，品質管理が厳格
で，エビデンス（設計データ，結果評価等の正確さ・
妥当性を示す証拠・確認資料）を要求される。品質管
理では，膨大な解析情報の緻密な管理・確認が必要に
なり，解析技術を駆使し，対応している。また，当社
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図-1　地層処分解析例7）（緩衝材の膨潤と有効応力分布）
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はゼネコンであるため，現場支援に技術を活用し，モ
ノづくりに貢献しているという実感を得ている。
　上記のとおり博士後期課程修了後は，異なる分野に
就労の場を求めたが，これまで対応してこられたのは，
在学時（農業農村工学分野）に学んだ技術的基礎があ
るからだと真に思う。在学時に印字した解析プログラ
ムのソースコードにメモや説明を手書きしたものをい
まだに手放せず，現業務においても参考資料として用
いていることが，何よりの証である。

III.　農業農村工学の人材育成に望むこと

　前章では私の数少ないキャリアについて触れたが，
農業農村工学の人材育成としては，博士課程修了後も
当分野の研究職として活躍するのが最良である。しか
し，研究職というポストには限りがあり，同職を得る
ことは容易なこととは言えない。また，社会のニーズ
の多様化を考慮すると，当分野のみの就労を前提にし
た人材育成システムでは，人材確保とともに社会への
適用が厳しくなることも想定される。このため，ある
程度は分野や職種を問わず就労できる育成を視野に入
れる必要があると思われる。とは言っても，適用分野
拡大のための新しい取組みが必要というわけではな
く，農業農村工学で得られた知識や技術が，現代社会
においてどのようなことに活用できるかを再考する必
要があると考える。
　たとえば，土木工学という大きな枠組みにおいては，

「農業農村」，「都市」，「山岳」，「電力」等の対象の違
いにより研究分野や大学の学部・学科等の組織分けが
成されているが，構造力学，土質力学，水理学等の理
論体系をもとに成り立っていることに変わりはないは
ずであり，農業農村工学で学んだ知識は異なる分野で
も活用できるはずである。また，今般のコロナ禍に伴
うテレワーク導入や働き方改革の一環である DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）の加速により，
IT 関連技術者の確保が社会的な課題になっている。
農業農村工学の分野にも IT に精通した研究者や技術
者がいることから，IT 分野にも活躍の場を求めるこ
とができるはずである。
　上記のことから，基礎力・応用力の高い人材を当該
分野，異分野を問わず輩出することで，農業農村工学
の存在意義（人材育成力の高さ）を確立できるのでは
ないかと考える。このためには，定期的に農業農村工
学出身の人材追跡や調査を行うことで，どのような分
野に活躍の場を求めていったかを追跡し，キャリア
アップのモデル例として提示することができれば，農
業農村工学の分野で学んだものが社会においてどのよ
うに活かされているかを検証することができ，重要な

指標になると思われる。在学中の大学院博士課程の学
生やこれから進学を希望している方にとっては，将来
のキャリアの積み方や就職先の選択肢の実像を見るこ
とができるため，参考になるのではないだろうか。

IV.　お わ り に

　社会の状況が劇的に変化している今だからこそ，農
業農村工学が社会に対して担うべき役割を見直す必要
があると考える。当該分野の出身者として農業農村工
学の発展を切に願う。
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